
(57)【要約】

【課題】モータ特性に影響を与えることなく、モータ冷

却のできる電動圧縮機を提供する。

【解決手段】ケーシング内に圧縮機とこれを駆動するモ

ータが収納され、モータのステータ１１がセンタケース

３内に固定されるとともにフロントケース２５の内周面

と接するように配置され、ステータ内で圧縮機の回転軸

に連結された回転子１６が回転可能に支持されている。

モータを挟んで圧縮機の反対側に冷媒の吸入口が設置さ

れている。センタケース３とフロントケース５のモータ

に対応する部分の内側壁に軸方向に沿ってステータの両

端面より外方に伸びる窪み２６ａ、２６ｂを設けて、吸

入口と圧縮機をつなぐ冷媒通路を形成する。このように

、ステータに切り欠きを設けることなく、冷媒通路を形

成できるので、冷媒でモータを冷却するとともに、鉄損

を抑え良好なモータ特性を維持できる。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
流 体 を 圧 縮 す る 圧 縮 機 と 、 ス テ ー タ 及 び 前 記 ス テ ー タ 内 で 回 転 す る 回 転 子 を 有 し 前 記 圧 縮
機 を 駆 動 す る モ ー タ と 、 前 記 圧 縮 機 お よ び 前 記 モ ー タ を 収 納 す る ケ ー シ ン グ と を 有 し 、
前 記 モ ー タ は 、 前 記 圧 縮 機 と 直 列 に 前 記 ケ ー シ ン グ 内 に 収 納 さ れ る と と も に 、 前 記 モ ー タ
の ス テ ー タ は 前 記 ケ ー シ ン グ 内 に 固 定 さ れ 、 前 記 モ ー タ の 回 転 子 は 前 記 圧 縮 機 の 回 転 軸 に
連 結 さ れ 、 前 記 ス テ ー タ 内 で 回 転 可 能 に 支 持 さ れ 、
前 記 ケ ー シ ン グ に は 、 前 記 モ ー タ の ス テ ー タ を 挟 ん で 前 記 圧 縮 機 の 反 対 側 に 吸 入 口 が 設 け
ら れ た 電 動 圧 縮 機 に お い て 、
前 記 ケ ー シ ン グ の モ ー タ に 対 応 す る 部 分 の 内 側 壁 に 窪 み を 形 成 し 、 該 窪 み は 、 軸 方 向 に 沿
っ て 前 記 ス テ ー タ の 両 端 面 よ り 外 方 に 伸 び て お り 、 前 記 窪 み と 前 記 ス テ ー タ の 外 周 面 と で
形 成 さ れ る 空 間 が 、 前 記 モ ー タ を 挟 ん で 、 前 記 吸 入 口 と 前 記 圧 縮 機 を つ な ぐ 流 体 の 連 通 路
を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 電 動 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 窪 み は 、 円 周 方 向 に お い て 等 間 隔 で 複 数 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
電 動 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ケ ー シ ン グ の モ ー タ に 対 応 す る 部 分 の 肉 厚 を 略 均 一 の も の と し 、 前 記 ケ ー シ ン グ の モ
ー タ に 対 応 す る 部 分 の 外 側 面 の 窪 み に フ ィ ン が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た
は ２ 記 載 の 電 動 圧 縮 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 圧 縮 機 と こ れ を 駆 動 す る モ ー タ と を ケ ー シ ン グ 内 に 収 容 し て 構 成 し た 電 動 圧 縮
機 の 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ６ ８ ８ ２ ４ 号 公 報
電 動 圧 縮 機 は 、 モ ー タ に 圧 縮 機 を 連 結 し 、 モ ー タ の 駆 動 力 に よ り 圧 縮 機 を 回 転 駆 動 し て 冷
媒 を 圧 縮 す る よ う に 構 成 さ れ 、 上 記 の モ ー タ お よ び 圧 縮 機 が 密 閉 し た ケ ー シ ン グ に 収 納 さ
れ て １ ユ ニ ッ ト と さ れ る 。
こ の よ う な 電 動 圧 縮 機 に お い て は 、 モ ー タ を 冷 却 す べ く 、 圧 縮 機 で 圧 縮 さ れ る 前 の 冷 媒 が
モ ー タ 部 を 通 過 す る よ う に し て い る 。 す な わ ち 、 ケ ー シ ン グ の 冷 媒 の 吸 入 口 と 圧 縮 機 は 、
そ れ ぞ れ モ ー タ の 両 側 に 設 置 し 、 吸 入 口 か ら の 冷 媒 は 、 モ ー タ 部 を 通 過 し て 圧 縮 機 に 吸 入
さ れ る よ う に な っ て い る 。 冷 媒 は モ ー タ 部 を 通 過 す る 際 に は 、 モ ー タ か ら 熱 を 奪 い 、 モ ー
タ の 冷 却 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 冷 媒 通 路 を 形 成 す る た め に 、 従 来 、 モ ー タ の ス テ ー タ の ヨ ー ク 部 に 貫 通 穴 が 設 け ら れ
て い る 。
ま た 、 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ６ ８ ８ ２ ４ 号 公 報 の 技 術 に お い て は 、 ケ ー シ ン グ と 接 す る ス テ ー
タ の 外 周 面 に 切 り 欠 き を 形 成 し 、 こ の 切 り 欠 き と ケ ー シ ン グ の 内 側 面 と に よ っ て 、 冷 媒 通
路 を 形 成 す る よ う に し て い る 。 こ れ に 関 し て は 、 図 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ４ は 、 上 記 従 来 の 技 術 が 適 用 さ れ た 電 動 圧 縮 機 の モ ー タ 部 に お け る 横 断 面 図 で あ る 。
ス テ ー タ ７ １ は 、 焼 き ば め な ど に よ っ て ケ ー シ ン グ ７ ０ に 結 合 さ れ 、 ス テ ー タ 内 で は 、 回
転 子 ７ ３ が 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 ス テ ー タ ７ １ が 切 り 欠 き の な い 円 形 の 状 態 で は 、
ス テ ー タ ７ １ と 回 転 子 ７ ３ の 間 の 隙 間 し か 冷 媒 が 通 過 で き な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 、 充 分 な 量 の 冷 媒 が 抵 抗 な く 通 過 で き る よ う に 、 上 記 技 術 で は 、 ス テ ー タ ７ １ の 外
周 面 に 、 円 周 方 向 に お い て 等 間 隔 で 軸 方 向 に 貫 通 し た 複 数 の 半 円 状 の 切 り 欠 き ７ ２ を 形 成
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し 、 こ の 切 り 欠 き ７ ２ と ケ ー シ ン グ ７ ０ の 内 側 面 と に よ っ て 、 冷 媒 通 路 を 形 成 す る よ う に
し て い る 。 そ し て 、 半 円 状 の 切 り 欠 き で は 、 ま だ 、 充 分 な 断 面 積 が 得 ら れ な い と き 、 ス テ
ー タ ７ １ の 下 部 に よ り 大 き な 切 り 欠 き ７ ４ を 形 成 す る 。 こ れ ら の 切 り 欠 き は 、 ス テ ー タ の
外 周 面 に 存 在 す る の で 、 ス テ ー タ の ヨ ー ク 部 に 直 接 に 貫 通 穴 を 設 け る よ り 、 磁 気 抵 抗 の 増
加 を あ る 程 度 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 こ こ で も 、 切 り 欠 き を 形 成 し た と こ ろ は 、 ほ か の 部 位 よ り 、 ヨ ー ク 幅 が 短
く な っ て い る か ら 、 依 然 と し て 鉄 損 や 磁 気 抵 抗 が 増 加 し 、 磁 気 の 飽 和 な ど に よ り 駆 動 効 率
が 低 下 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み 、 冷 媒 通 路 を 形 成 し て も 、 鉄 損 や 磁 気 抵 抗 の 増 加 の な
い 電 動 圧 縮 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の た め 本 発 明 は 、 流 体 を 圧 縮 す る 圧 縮 機 と 、 ス テ ー タ 及 び 前 記 ス テ ー タ 内 で 回 転 す る 回
転 子 を 有 し 前 記 圧 縮 機 を 駆 動 す る モ ー タ と 、 前 記 圧 縮 機 お よ び 前 記 モ ー タ を 収 納 す る ケ ー
シ ン グ と を 有 し 、 前 記 モ ー タ は 、 前 記 圧 縮 機 と 直 列 に 前 記 ケ ー シ ン グ 内 に 収 納 さ れ る と と
も に 、 前 記 モ ー タ の ス テ ー タ は 前 記 ケ ー シ ン グ 内 に 固 定 さ れ 、 前 記 モ ー タ の 回 転 子 は 前 記
圧 縮 機 の 回 転 軸 に 連 結 さ れ 、 前 記 ス テ ー タ 内 で 回 転 可 能 に 支 持 さ れ 、 前 記 ケ ー シ ン グ に は
、 前 記 モ ー タ の ス テ ー タ を 挟 ん で 前 記 圧 縮 機 の 反 対 側 に 吸 入 口 が 設 け ら れ た 電 動 圧 縮 機 に
お い て 、 前 記 ケ ー シ ン グ の モ ー タ に 対 応 す る 部 分 の 内 側 壁 に 窪 み を 形 成 し 、 該 窪 み は 、 軸
方 向 に 沿 っ て 前 記 ス テ ー タ の 両 端 面 よ り 外 方 に 伸 び て お り 、 前 記 窪 み と 前 記 ス テ ー タ の 外
周 面 と で 形 成 さ れ る 空 間 が 、 前 記 モ ー タ を 挟 ん で 、 前 記 吸 入 口 と 前 記 圧 縮 機 を つ な ぐ 流 体
の 連 通 路 を 形 成 す る も の と し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
前 記 窪 み は 、 円 周 方 向 に お い て 等 間 隔 で 複 数 形 成 す る の が 望 ま し い 。
ま た 、 前 記 ケ ー シ ン グ の モ ー タ に 対 応 す る 部 分 の 肉 厚 が 略 均 一 で 、 前 記 ケ ー シ ン グ の 外 側
面 に 窪 み が 存 在 す る 場 合 は 、 そ の 窪 み に フ ィ ン を 設 け る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 を 適 用 し た 電 動 圧 縮 機 の 縦 断 面 図 で 、 後 で 掲 げ る 図 ２ に お け る Ｂ － Ｂ 断 面 を
示 し て い る 。
電 動 圧 縮 機 １ は そ の ケ ー シ ン グ ２ が フ ロ ン ト ケ ー ス ５ 、 セ ン タ ケ ー ス ３ お よ び リ ヤ ケ ー ス
４ の ３ 部 材 か ら 構 成 さ れ て い る 。
セ ン タ ケ ー ス ３ は 筒 状 で 、 そ の 一 方 の 開 口 側 に コ イ ル １ ２ を 備 え た ス テ ー タ １ １ が 焼 き ば
め に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
な お 、 セ ン タ ケ ー ス ３ の 内 周 壁 に は 段 差 部 ６ が 形 成 さ れ 、 ス テ ー タ １ １ の 後 端 は こ の 段 差
部 ６ に 当 接 し て 位 置 決 め さ れ 、 ス テ ー タ １ １ の 前 端 は フ ロ ン ト ケ ー ス ５ 内 に 張 り 出 し て い
る 。 フ ロ ン ト ケ ー ス ５ の セ ン タ ケ ー ス ３ と 対 向 す る 端 面 の 開 口 形 状 は 、 セ ン タ ケ ー ス ３ の
開 口 形 状 と 略 整 合 し て お り 、 セ ン タ ケ ー ス ３ と フ ロ ン ト ケ ー ス ５ と は 図 示 し な い ボ ル ト で
結 合 さ れ て い る 。 フ ロ ン ト ケ ー ス ５ の 底 壁 に は 、 コ イ ル １ ２ か ら 延 び る ケ ー ブ ル １ ３ の コ
ネ ク タ １ ４ が 気 密 に 取 り 付 け ら れ て 、 コ イ ル １ ２ に 対 し て 外 部 か ら 電 力 が 供 給 さ れ る よ う
に な っ て い る 。 底 部 側 の 側 壁 に は 、 冷 媒 吸 入 ポ ー ト １ ５ が 設 け ら れ 、 外 部 か ら 冷 媒 が 吸 入
さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
セ ン タ ケ ー ス ３ の も う 一 方 の 端 部 に は 、 隔 壁 ８ が 形 成 さ れ 、 こ の 隔 壁 ８ に は 、 後 述 す る ロ
ー タ の 回 転 軸 ２ ７ を 通 す た め の 貫 通 穴 が 設 け ら れ て い る 。
リ ヤ ケ ー ス ４ の 開 口 側 に は 圧 縮 機 ２ ０ が 配 置 さ れ て い る 。 圧 縮 機 ２ ０ は 、 内 周 面 が 楕 円 形
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状 の シ リ ン ダ ２ １ 内 に 複 数 の ベ ー ン ２ ３ を 備 え る ロ ー タ ２ ５ が 回 転 可 能 に 設 け ら れ 、 シ リ
ン ダ ２ １ を フ ロ ン ト サ イ ド ブ ロ ッ ク ３ ０ と リ ヤ サ イ ド ブ ロ ッ ク ４ ０ の 間 に 挟 ん で 、 ベ ー ン
ロ ー タ リ 式 コ ン プ レ ッ サ を 形 成 し て い る 。
ロ ー タ ２ ５ は そ の 回 転 軸 ２ ７ を 後 側 で は リ ヤ サ イ ド ブ ロ ッ ク ４ ０ の 支 持 穴 ４ １ に 支 持 さ れ
、 前 側 で は フ ロ ン ト サ イ ド ブ ロ ッ ク ３ ０ の 支 持 穴 ３ １ に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
シ リ ン ダ ２ １ と フ ロ ン ト サ イ ド ブ ロ ッ ク ３ ０ は 、 相 互 の 位 置 関 係 が 規 定 さ れ 、 シ リ ン ダ ２
１ の 中 心 に 対 し て ロ ー タ ２ ５ の 回 転 軸 ２ ７ を 整 合 さ せ た 状 態 で 図 示 し な い ボ ル ト に よ っ て
結 合 さ れ て い る 。 そ し て 圧 縮 機 ２ ０ は 、 シ リ ン ダ ２ １ と フ ロ ン ト サ イ ド ブ ロ ッ ク ３ ０ お よ
び リ ヤ サ イ ド ブ ロ ッ ク ４ ０ を 貫 通 す る ボ ル ト ４ ７ に よ っ て 、 セ ン タ ケ ー ス ３ の 隔 壁 ８ に 固
定 さ れ て い る 。
フ ロ ン ト サ イ ド ブ ロ ッ ク ３ ０ に は 吸 入 口 ３ ６ が 開 口 し 、 リ ヤ サ イ ド ブ ロ ッ ク ４ ０ に は 、 オ
イ ル セ パ レ ー タ ４ ９ を 備 え る サ イ ク ロ ン ブ ロ ッ ク ４ ８ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ロ ー タ ２ ５ の 回 転 軸 ２ ７ は 、 支 持 穴 ３ １ お よ び 隔 壁 ８ を 貫 通 し て セ ン タ ケ ー ス ３ 内 に 伸 び
る 延 長 部 ２ ８ を 有 し 、 こ の 延 長 部 ２ ８ に は 、 軸 方 向 に お い て ス テ ー タ １ １ に 整 合 さ せ た 回
転 子 １ ６ が 固 定 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 ス テ ー タ １ １ と 回 転 子 １ ６ と で モ ー タ １ ０ が 形
成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
フ ロ ン ト ケ ー ス ５ の 冷 媒 吸 入 ポ ー ト １ ５ が 設 け ら れ た 空 間 ５ １ と 、 セ ン タ ケ ー ス ３ の 隔 壁
８ に 取 り 付 け ら れ た フ ロ ン ト サ イ ド ブ ロ ッ ク ３ ０ よ り 前 側 の 空 間 ５ ２ と は 、 モ ー タ １ ０ を
挟 ん で 冷 媒 の 吸 入 室 ５ ０ を 形 成 し て い る 。 セ ン サ ケ ー ス ３ と フ ロ ン ト ケ ー ス ５ の 内 側 壁 に
お い て 、 ス テ ー タ １ １ と 対 応 す る 部 分 に 、 円 周 方 向 で 複 数 の 窪 み ２ ６ ａ 、 ２ ６ ｂ が 形 成 さ
れ 、 こ の 窪 み ２ ６ ａ 、 ２ ６ ｂ と 、 ス テ ー タ １ １ の 外 周 面 で 、 空 間 ５ １ と 空 間 ５ ２ を つ な ぐ
冷 媒 通 路 ５ ４ を 形 成 し て い る 。
隔 壁 ８ に は 、 吸 入 室 ５ ０ と フ ロ ン ト サ イ ド ブ ロ ッ ク ３ ０ の 吸 入 口 ３ ６ を 連 通 さ せ る 貫 通 穴
３ ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 冷 媒 吸 入 ポ ー ト １ ５ か ら 、 複 数 の ベ ー ン ２ ３ を 備
え た 圧 縮 室 に つ な が る 冷 媒 の 通 路 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
リ ヤ ケ ー ス ４ の サ イ ク ロ ン ブ ロ ッ ク ４ ８ が 臨 む 空 間 は 、 吐 出 室 ５ ３ を 形 成 し て い る 。 リ ヤ
ケ ー ス ４ の 側 壁 に は 冷 媒 吐 出 ポ ー ト ９ が 設 け ら れ て 、 圧 縮 機 ２ ０ か ら オ イ ル セ パ レ ー タ ４
９ を 経 て 吐 出 さ れ た 冷 媒 を 冷 媒 吐 出 ポ ー ト ９ か ら 外 部 へ 供 給 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
吐 出 室 ５ ３ に は 所 定 量 の 潤 滑 油 が 貯 留 さ れ て い る 。
こ の 潤 滑 油 は 、 吐 出 室 ５ ３ の 吐 出 圧 に 押 さ れ て 、 図 示 し な い 油 路 を 経 て 支 持 穴 ４ １ 、 ３ １
の 穴 面 に 至 り 、 さ ら に 支 持 穴 ４ １ と 回 転 軸 ２ ７ 間 の 隙 間 を 通 っ て 、 リ ヤ サ イ ド ブ ロ ッ ク ４
０ の ロ ー タ ２ ５ に 対 向 す る 面 に 形 成 さ れ た 凹 部 （ さ ら い ） ４ ４ お よ び リ ヤ サ イ ド ブ ロ ッ ク
４ ０ と サ イ ク ロ ン ブ ロ ッ ク ４ ８ の 間 に 形 成 さ れ た 密 閉 空 間 Ｒ へ 流 れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
密 閉 空 間 Ｒ に 流 れ る 潤 滑 油 は 貫 通 穴 ４ ３ に よ っ て 凹 部 ４ ４ に 導 か れ 、 こ の 潤 滑 油 の 圧 力 で
、 ロ ー タ ２ ５ に 備 え て い る ベ ー ン ２ ３ を シ リ ン ダ ２ １ の 円 周 面 に 押 し 付 け て い る 。 こ れ に
よ っ て 、 ベ ー ン ２ ３ で 区 画 さ れ た シ リ ン ダ 内 の 空 間 は ロ ー タ ２ ５ の 回 転 に 従 っ て 冷 媒 を 圧
縮 す る 圧 縮 室 と な る 。
な お 、 セ ン タ ケ ー ス ３ と リ ヤ ケ ー ス ４ 間 、 お よ び セ ン タ ケ ー ス ３ と フ ロ ン ト ケ ー ス ５ 間 の
接 続 に は 、 そ れ ぞ れ パ ッ キ ン が 用 い ら れ 気 密 を 確 保 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
次 に 、 本 発 明 の ポ イ ン ト で あ る 冷 媒 通 路 ５ ４ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
図 ２ は 、 図 １ の モ ー タ 部 に お け る Ａ － Ａ 断 面 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
モ ー タ 部 に お け る セ ン タ ケ ー ス ３ が 、 横 断 面 で 略 均 一 の 肉 厚 を 有 す る と と も に 、 そ の 内 側
壁 に 円 周 方 向 で ９ ０ 度 間 隔 に ４ つ の 窪 み ２ ６ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 窪 み ２ ６ ａ は 、 一
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定 の 幅 を 有 し 、 回 転 子 １ ６ の 軸 方 向 で ス テ ー タ １ １ の 後 ろ 端 面 よ り も 隔 壁 ８ 側 へ 伸 び て い
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 図 １ に お け る フ ロ ン ト ケ ー ス ５ の 内 側 壁 に も 窪 み ２ ６ ａ に 整 合 す る 同 じ 形 状 の 窪 み
２ ６ ｂ が 、 ス テ ー タ １ １ の 前 端 面 よ り 前 方 ま で 伸 び て 形 成 さ れ て い る 。
こ れ に よ っ て 、 フ ロ ン ト ケ ー ス ５ と セ ン タ ケ ー ス ３ が 接 続 し た 状 態 で は 、 ４ つ の 窪 み ２ ６
ａ 、 ２ ６ ｂ が 互 い に 連 通 し て 、 か つ ス テ ー タ １ １ の 両 端 面 よ り も さ ら に 、 前 後 方 向 に 伸 び
て い る の で 、 モ ー タ １ ０ を 挟 ん だ 空 間 ５ １ と 空 間 ５ ２ を つ な ぐ 冷 媒 通 路 ５ ４ が 形 成 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
モ ー タ １ ０ の 駆 動 に よ り そ の 回 転 子 １ ６ と 共 通 の 回 転 軸 ２ ７ を 備 え る 圧 縮 機 ２ ０ の ロ ー タ
２ ５ が 回 転 し て 、 冷 媒 吸 入 ポ ー ト １ ５ か ら 空 間 ５ １ に 吸 入 さ れ た 冷 媒 は 、 ４ つ の 冷 媒 通 路
５ ４ を 通 っ て 空 間 ５ ２ に 流 れ る 。 こ の と き 、 少 量 の 冷 媒 は ス テ ー タ １ １ と 回 転 子 １ ６ の 間
の 間 隙 か ら も 流 れ る 。 空 間 ５ ２ に 流 れ た 冷 媒 は 、 吸 入 口 ３ ６ か ら 圧 縮 機 ２ ０ の シ リ ン ダ ２
１ に 吸 入 さ れ 、 圧 縮 さ れ て 吐 出 室 ５ ２ へ 吐 出 さ れ た 後 、 冷 媒 吐 出 ポ ー ト ９ か ら 外 部 へ 供 給
さ れ る 。
ス テ ー タ １ １ の 外 周 面 の 一 部 が 冷 媒 通 路 を 構 成 し て い る の で 、 冷 媒 通 路 に 流 れ る 冷 媒 に よ
っ て モ ー タ １ ０ が 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
実 施 の 形 態 は 以 上 の よ う に 構 成 さ れ 、 セ ン タ ケ ー ス ３ お よ び フ ロ ン ト ケ ー ス ５ の 内 側 壁 に
形 成 さ れ た 窪 み ２ ６ ａ 、 ２ ６ ｂ に よ っ て 冷 媒 通 路 ５ ４ が 形 成 さ れ る の で 、 ス テ ー タ １ １ は
そ の 外 周 面 に 切 り 欠 き の な い 円 形 輪 郭 と す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 ス テ ー タ １ １ の 磁
気 特 性 に 影 響 を 与 え る こ と な く 、 鉄 損 や 磁 気 抵 抗 を 小 さ く す る こ と が で き る 。 ま た 、 冷 媒
が ス テ ー タ １ １ の 外 周 面 を 触 れ な が ら 冷 媒 通 路 ５ ４ を 通 過 す る の で 、 高 い 冷 却 効 率 を 得 る
こ と が で き る 。
こ の よ う に 、 ス テ ー タ １ １ の 磁 気 特 性 に 影 響 を 与 え ず に 冷 媒 通 路 ５ ４ を 形 成 で き る の で 、
冷 媒 通 路 の 断 面 積 も 自 由 に 設 定 で き 、 従 来 よ り 流 体 抵 抗 も 小 さ い 冷 媒 通 路 を 形 成 可 能 に な
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 実 施 の 形 態 で は 、 等 間 隔 に 形 成 し た ４ つ の 窪 み ２ ６ ａ 、 ２ ６ ｂ を 冷 媒 通 路 ５ ４ と し
た が 、 必 要 に 応 じ て 所 定 数 の 窪 み を 不 等 間 隔 で 形 成 し て も よ い 。
ま た さ ら に 、 モ ー タ の 冷 却 能 力 を 高 め る た め に 、 セ ン タ ケ ー ス ３ と フ ロ ン ト ケ ー ス ５ の 外
側 面 に お い て 、 窪 み ２ ６ ａ 、 ２ ６ ｂ の 間 の 窪 み ２ ４ に 例 え ば 図 ３ に 示 す よ う に 、 フ ィ ン ３
３ を 設 け る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 セ ン タ ケ ー ス ３ お よ び フ ロ ン ト ケ ー ス ５ の 外 形
直 径 を 増 加 さ せ ず に 設 け ら れ る 効 果 が 得 ら れ る 。 こ れ に よ っ て 、 冷 媒 の 温 度 上 昇 を 抑 え な
が ら 、 モ ー タ の 冷 却 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 ケ ー シ ン グ に 窪 み を 形 成 し 、 窪 み と ス テ ー タ の 外 周 面 に よ っ て 形 成 さ れ
た 空 間 を 流 体 の 流 通 路 と し て い る の で 、 ス テ ー タ の 磁 気 特 性 に 影 響 を 与 え る こ と な く 流 通
路 を 形 成 す る こ と が で き る 。 モ ー タ 特 性 を 維 持 し な が ら 、 モ ー タ 冷 却 が で き る か ら 、 高 効
率 で 運 転 の で き る 電 動 圧 縮 機 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 ス テ ー タ の 磁 気 特 性 に 影 響 を 与 え る こ と な く 、 流 通 路 を 形 成 で き る か ら 、 必 要 に 応
じ て 複 数 に 形 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 等 間 隔 で も 不 等 間 隔 で も 形 成 可 能 で あ
る 。
さ ら に 、 ケ ー シ ン グ の 外 側 面 の 窪 み に フ ィ ン を 設 け る と 、 モ ー タ の 冷 却 効 率 が さ ら に 向 上
し 、 駆 動 効 率 が 一 層 高 ま る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 冷 媒 通 路 の 構 成 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 技 術 が 適 用 さ れ た 電 動 圧 縮 機 の モ ー タ 部 に お け る 横 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 電 動 圧 縮 機
２ 　 　 　 　 ケ ー シ ン グ
３ 　 　 　 　 セ ン タ ケ ー ス
４ 　 　 　 　 リ ヤ ケ ー ス
５ 　 　 　 　 フ ロ ン ト ケ ー ス
６ 　 　 　 　 段 差 部
８ 　 　 　 　 隔 壁
９ 　 　 　 　 冷 媒 吐 出 ポ ー ト （ 吐 出 口 ）
１ ０ 　 　 　 モ ー タ
１ １ 　 　 　 ス テ ー タ
１ ２ 　 　 　 コ イ ル
１ ３ 　 　 　 ケ ー ブ ル
１ ４ 　 　 　 コ ネ ク タ
１ ５ 　 　 　 冷 媒 吸 入 ポ ー ト （ 吸 入 口 ）
１ ６ 　 　 　 回 転 子
２ ０ 　 　 　 圧 縮 機
２ １ 　 　 　 シ リ ン ダ
２ ３ 　 　 　 ベ ー ン
２ ４ 　 　 　 窪 み
２ ５ 　 　 　 ロ ー タ
２ ６ ａ 、 ２ ６ ｂ 　 　 　 窪 み
２ ７ 　 　 　 回 転 軸
２ ８ 　 　 　 延 長 部
３ ０ 　 　 　 フ ロ ン ト サ イ ド ブ ロ ッ ク
３ １ 、 ４ １ 　 　 支 持 穴
３ ３ 　 　 　 フ ィ ン
３ ６ 　 　 　 吸 入 口
３ ８ 　 　 　 貫 通 穴
４ ０ 　 　 　 リ ヤ サ イ ド ブ ロ ッ ク
４ ３ 　 　 　 連 通 路
４ ４ 　 　 　 凹 部
４ ８ 　 　 　 サ イ ク ロ ン ブ ロ ッ ク
４ ９ 　 　 　 オ イ ル セ パ レ ー タ
５ ０ 　 　 　 吸 入 室
５ １ 、 ５ ２ 　 　 空 間
５ ３ 　 　 　 吐 出 室
５ ４ 　 　 　 冷 媒 通 路 （ 流 通 路 ）
７ ０ 　 　 　 ケ ー シ ン グ
７ １ 　 　 　 ス テ ー タ
７ ２ 　 　 　 切 り 欠 き
７ ３ 　 　 　 回 転 子
７ ４ 　 　 　 切 り 欠 き
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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